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青梅市内の郷土・工芸技術調査 

 高齢化が進んでいるとはいえ、確実に減って行くのが日本が農業社会であったころ経済活動

を支えていた産業の技術や道具。とくに、継承者のいない職種で急を要する。このような背景

から、青梅市教育委員会では平成５年度より３年計画で「郷土・工芸技術調査」を進めている。 

 たまたま私が青梅市文化保護委員で民俗分野の担当ということもあって、中心となり調査団

を編成することになり、公募やツテを通じて市川敦子、小川秋子、海藤慶子、東山啓子、西口

幸子の各調査委員計６名でスタートした。 

 当初は「伝統工芸」と銘打った調査を考えていたが、「伝統」という概念をどの程度の職種ま

で適用したらよいかという規定が難しいこともあって、「郷土」というような多少ゆるい表現に

変えた調査とした。 

平成８年２月末現在の調査済職種と対象者は次の通りである。（敬称略） 

１．下駄職（山中平蔵） ２．桶  職（山崎賢吉） ３．染  物（鈴木富蔵） 

４．堤  灯（島崎敏夫） ５．青梅煎餅（原嶋菊次郎） ６．だるま（藤野和治 

７．棒、板物（山崎善次郎） ８．製  材（持田米蔵） ９．屋根葺（塩野年一） 

10．質  屋（佐藤幹衛） 11．木  工(坂原和司） 12．刀鍛冶（高野賢一） 

13．車製造（峰岸啓蔵） 14．畳  織（原嶋久吉） 15．御神酒口（木村  功） 

16．馬  方（市川孝助） 17．木こり（松沢 清） 18．豆  腐（木崎喜代治） 

19．野鍛冶（山崎浜治） 20．夜具地（榎戸新造） 21．金魚商（橋本文次郎） 

22．うどん （柳川重雄） 23．大  工（小山太一） 24．日本髪（宿谷ナヲ） 

25．和服仕立（笹本江以） 26．左  官（小山康平） 27．鋳掛け(田中弘助） 

28．竹製品（藤野 孝）  . 

その後広報で調査員を募集したりした結果、現在は１４名、３班に分け、調査対象者から、

生育歴、作業工程、使用道具、すなわち職についた動機、製品が完成するまでの手順と工程で

使用する道具を項目毎にカードに記入し、写真撮影を行っている。一人の対象者に調査員３～

４人が作業を分担し、６～８時間を要する。 

 現在まで調査済職種の中には表題の調査には該当しないものもないわけではないが、この機

会を利用し、拡大し調査をしているところである。後継者の不在などの不安要因を抱えて、こ

の際と判断したのである。身近に応しい職種があれば、情報を提供して欲しい。ご協力をお願

いします。 

（文責  川鍋） 

・ 青梅市郷土博物館では、２月１３日より『新収蔵品展』を開催しております。 

平成６年度市民の方々より寄贈していただいた資料を展示しておりますので、ぜひご覧く

ださい。 入館無料  月曜日休館 


